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アワゼ浮遊幼生の出現状況について
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はじめに

アワピの生態に関する知見は，これまでにかなりの

蓄積があるものの，浮遊幼生から若令貝に達するまで

の生活史初期段際に関するものは極めて少ない。

筆者らは東安E草地[I(安房郡天津小湊町~利回目Tl

における，アワピを対象とした大規模増殖場開発事業

調査の中で，浮遊幼生の採集調査，海流板追跡による

流況観測を行い司浮遊幼生の出現時期，分布状況と流

報告に先立ち.本調査の計画作製にあたり御指導い

ただいた日本海区水産研究所，田中邦三室長に感謝の

意を表します。また，調査に御協力下さった江見漁業

協同組合の方々に御礼申し上げます。

調査方法

調査は鴨川市太海地先にある仁右衛門島周辺水域(図

1 )で行った。

浮遊幼生の採集は図 1に示した10調査点に台いて，

れとの関連性について若干の知見を得たので，ここに 北原式定量ネット (NXX15.目合0.082mm) を用いて，

報告する。 海底からの垂i貰曳きで行った。採集調査は1979年号月
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図 1 調査水域およびネッティング位置

18日から1980年3月7日の問に18回.1980年10月6日

から1981年 1月13日の問に11回の計29図，各年のアワ

ピ産卵期を中心にして実施した。 10調査点のうち .St

2:10'よひ'St.9においてはぷ遊幼生の分布層を把握する

ために.前年度では海面下 3m. 6mおよび海底から，

後年度では海面下 5m . 10mむよび海底からの 3層の

層別垂直曳きを行った。採集したプランクトンは生体

のまま実体顕微鏡で検鏡L.7ワピの卯. トロコフォ

ア幼生町ベリジャー幼生およびその他の巻貝類ベリジ

ャー幼生について全数を計数した。なお，アワピの~Il.

幼生は一部飼育に供L.アワピであることを確認した。

ろ水量はネットの口径面積に曳網距離を乗じて求め.

出現したアワビ可その他の巻貝類幼生個体数を海水 l

d当りに換算した。

流況調査は図2に示した海流放を用いて 1回の調

査で，ほIf同時に 2~3 個を投入し. 30分間隔で船上

よりifilJ角して位置を求めた。

結 果

1 .アワビの卵，幼生の出現状況

全調査についてIl:¥現したアワビの卯.y，jJ生:10'よびそ

の他の巻貝類幼生の個体数を表 1.図3に示L.またー

得られたアワビの~Il.幼生の発生段階を表 2 に示した

区分に従って表 3にまとめた。
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関2 海流板

1979年度の産卵期アワビのml.幼生は10月22日に

初めて採集され，翌年の 2月5日まで出現した。とく

に多くの卯，幼生が出現したのは10月22日.10月26日

および12月13日の 3回であった。 10月22臼には強い北

風のためSt.1以外の仁右衛門島(以後単に島という)

北開IJの調査点では調査ができなかったが.St.1.7.8.9 

および10から 20~560f固体/討の平衡胞を備えたベリジ

ャー幼生と 18~87個体/ばのトロコフォア幼生が得ら

れた。ベリジャー幼生を飼育した結果ー 10月24日には

志獲を着生させた波板に付着 L.11月7日には殻長500

μ前後に (25f間体生残にさらに12月25Elには殻長1~

2.9mml(l3f団体生残)へと成長L.その形態からアワビ

であることカ叩童認できた。

10月 26日には全調査点で1.4~55.6f固体/m' の平衡胞

を備えたベリジャー幼生が採集され，中でも島北fs.IJの

St.2.3品、よび4に多かった。

12月 13 日には St.1 と 7 を除く調査点から1.0~6.5f固

体/ぱの頭部触角が伸長しだした段階のベリジャー幼

生と S t. 4.5.6 ， 7 ， 8および10からは1. 4~87個体/rrIの

桑実期orlが採集された。ごれらの桑実期卯を飼育した

結果ー 12月14日にはトロコフォア幼生としてふ出しー

15日にはベリジャー幼生へと変態し事 19日には平衡胞

を備えた沈着直前の段階に透してアワピであることが

確認できた。

上記の他の詞査日には1~7 調査点から 0.8~14.5個

体/ばの幼生が出現したにすぎをかった。

1980年度の産卵期 アワビの卯，幼生は10月23日か

ら翌年 1月13日の間に出現した。ごのうち，比較的多

くの出現がみられたのは10月初日と12月22日の 2回で

あった。 10月 30日には St.3 ， 5および 6 から O.9~2.0個

体/rrIのベリジャー幼生が，また， St.7，8，9および10

からは26.1~76.1個体/rrIの桑実期卯が採集された。

この時のベリジャー幼生は蓋が形成された段階から頭

部触角カ汗申長し始めた段階のものまでが見られた。

12月22日にはSt.3，5，6および9から頭部触角カず伸長

し始めた段陪のベリジャ 幼生が1. 1~2.2個体/rrI ， 

また， St.1と4を除く調査点から，すでに卵内でトロ

コフォア幼生の形態となり，盛んに繊毛を動かしてい

る守ふ化直前の卵が1.1~32 目 61悶体/rrI採集された。

層百IJ分布 St.2およびSt.9における層別採集の結果

は図4に示した。ベリジャー幼生については表層に最

も多く出現した例が5(7;ι 中層に最も多かったのが8

例.底層に最も多かったのが9例であり.卵について

は表層がH日U.底層が4f列で中層に最多の出現がみら

れた例はなかった。全調査での層別総個体数はベリジ

ャー幼生では表層で6，中層で7守底層で22f国{点ま

た.卵については表層で63，中層で1、底層で9個体

であった。

2.流況

調査日時，風向，風速および潮時を表4に，また.

調査日毎の海流板の流程を閃 5に示した。

1979年7月5日には島の南北両水域とも北東方向へ

の流れが観測された。 7月12日にも島南fHlJ水域では北

東流が観測され，島の先端部へきしかかった流れは東

へ向きを変え沖合へ流れたがー島の中央部より岸mlJへ

向かう流れは反時計回りの渦流状のbffれとなった。

7月6日には島北側先端部では東流して沖合へ流れ

たが，島北側中央部の岸近くでは流速の遅い渦流状の

流れが，また.島南側の岸近くでは海岸線と平行に往

復運動するi荒れが観測された。

考 察

陸上池で飼育しているアワビについては低気圧の通

過時に大量の自然放卯が行われるという現象が観察さ

れているが，自然海でのアワビの産卯生態については

ほとんど知見がないようである。そこで‘今回の調査

で得られたアワピの卯.幼生の出現状況から，どのよ

うな気象.海象条件のもとで産卵が行われたのか，ま

た，何時頃に産卵が行われたのかについて若干の考察

をしてみる。

図6に千倉町平磯地先で毎日午前 9時に測定した水

温(平磯地先水温を y 太海地先水温を xとすると，

\'~0.9753x+0 .4625 r~0.94の関係式が成立する)と



表1 7ワピ その他巻貝幼生の出現個体数 単位:個体/rri ()内はアワピの卵およびトロコフォア幼生

St 
St. 1 

St. 2 
St.3 St. 4 St. 5 St.6 St.7 St. 8 

St. 9 
St.l0 水

年 組
上 層 中 層 底 層 上 層 中 層 底 層

温
月額 7幼 他σそフ主韮害警主7幼

σ他そ3韮者主き主ア幼 他のそ韮ぎ公を ア幼

他主主主
7幼 他。そコ土互孝子ま

ア幼 ア幼

主福費霊
ア幼 他のそ韮ゑ舎 ア幼 の地そ亙民害警

7幼

主福費霊
ア幼

他Z霊宝
ア幼 7幼

fのそ也韮品得
ア幼

他品'且韮m 
ワピ生 ワピ生

ワ ワ
ワピ生 ワピ生

ワ ワ
ワピ生

ワ ワ
ワピ生

ワ ワ (c) 
自 ピ生 ピ生 ピ生 ピ生 ピ生 ピ生 ピ生 ピ生

19799.l8 。23.9 o 1 12.4 01307.1 01 2雄4 。 3.4 o 1555.8 o 1 90.1 01 12.7 。飽.8 。l出222.9-23.4 
9.21 01 93.5 o 1 55.9 01297.7 012血 3 o 1 73.9 24.2-24.5 

10.22 (3128 -6 1) 811.6 〈52519.28J 41回。 (184716.03 ) 11日.0 (7500 .7 7) 4剖.1(1799 .8 1) 1切 l18.2-18.4 
10.26 9.9 75.1 7.2 6国.2 3.6 邸.3 23.9 制.8.，26.9 122.2 55.6 77.3 11.9 問。2 4.3 88.0 7.2 25.4 7.2 45.3 。5直D 3.6 25.4 1.4 23.2 2.9 20.3 20.5-21.5 

10.31 。39.1 o 1 94.2 3.6 123.2 o 1 31.8 01 27.8 o 1 31.4 o 1 21.7 。出 7 o 1 78.3 01 37.0 。叫2 3.6 87.0 。24.3 1.2 30.2 21.9-22.6 

11. 7 。17.4 o 1 14.5 。29.0 o 1 13.6 。10.9 01 19.3 o 1 15.5 01 11.3 o 1 39.9 。 8.4 。21.7 o 1 18.1 。24.3 。17.420.0-21.8 

11.15 2.2 28.3 01130.4 。旬。 o 1 36.7 01 23.9 o 119市7 1.8 108.7 4.7 45.4 3.6 115.9 01 24.6 。日7 3.6 68.8 1.2 37.4 4.3 38.0 19.6-19.9 

11.20 。 6.5 。。 。39.9 o 1 21.7 01 14.1 01 2旧日 o 1 21.7 4.3 40.2 01 60.9 1.6 18.6 14.5 泊。 3.6 43.5 01 36.2 01 24.6 18.2-19.6 

12. 4 。16.7 7.2 43.5 む 18.1 o 1 10.9 。 5.7 5.4 67.9 o 1 13.6 0.9 25.5 o 1 31.1 2.9 11.6 。58.0 01 76.1 1.1 41.3 6.4 46.0 18.2-18.6 

12.13 。25.4 o 1123.2 。43.5 5.8 叫9 4.1 37.3 5A4 9) 152.2 (867 e5 139.1 1.0 9) 20.8 
。

47.1 5.4 41.7 o 1101.4 01 29.0 1.4 沼 5(1144 1 42.0 18.2-19.0 (48， .0) ( 4 (25.4) (10，9) 

12.19 。 4.7 o 1 21.7 3.6 14.5 。11.5 1.0 13.4 。閃4 01 32.6 o 1 10.9 。77.6 。 7.2 011凶 7 01 50.7 。お8 1.1 30.4 18.5-18.8 

12.24 。 8.7 o 1 21.7 。36.6 1.4 12.2 01 15.2 01 12.4 o 1 13.8 。 9.8 。 3.6 。13.0 。21.7 o 1 18.1 01 28.3 o 1 12.1 16.6-17.5 

19唱01.9 。27.2 01 14.5 。29.0 。13.6 。 7.6 01 62.5 01 49.4 o 1 22.6 。 6.2 2.1 2酒1 。72.5 01 47.1 01 24.8 01 4出715.6-17.1 

1.18 。 5.9 。 7.2 。 14.5 。 4.3 。1.0 o I 21.7 。 6.2 。 4.3 。。 。 4.8 。 7.2 。。 。。 。。14.6-15.2 
( 1，4) 

1.21 。 2.2 。。 。 。 。 2.6 。 3.0 。 5.4 。 2.0 0.8 9.7 o 1 43.5 01 15.5 7.2 。 01 29.0 o 1 13.6 o 1 17.9 14.6-15.4 
2. 5 。 4.3 。。 3.6 。 2.6 2.6 。 1.9 3.1 24.8 5.8 11.6 2.1 10.4 7.2 。 。 2.9 7.2 7.2 3.6 3.6 6.0 4.8 5.4 1.4 13.2-13.8 

2.13 。23.7 o 1 21.7 。 7.2 o 1 19.2 01 20.8 01 28.0 。。 o 1 30.4 o 1 39.9 01 19.8 。21.7 01 32.6 。57.6 01 93.8 14.7-14.8 

3. 7 。日。D o I 27.5 01 22.8 o 1 18.1 。剖 7 o 1 18.5 。 9.3 01 10.9 。14.5 01 23.1 13.4-14.0 
10. 6 。 9.9 o 12∞o 。117.4 。叫B 。お 1 01 2泊9 。+ 。 9.5 。市 l o 1 26.1 。78.3 01 8日.4 。19.5 o 1 30.4 24.3-24.7 

10.13 。23.6 o 12∞o 。71. 7 日必 5 01 55.6 01 70.7 o 1 61.3 o 1 45.5 。18.1 。缶.7 。印 9 01 65.2 01 35.3 01 2盟722.4-22.6 
10.23 。 7.2 o 1 65.2 。19.6 。 6.2 0.9 叫4 o 1 9.9 。18.4 。 7.2 。1偲 7 。18.4 

。
39.1 2.2 45.7 

24.5((3935.920 。7 ) ) 

20.8 21.2-21.8 
((出8品.7) (9.0 50 11 ) 

10.30 。33.6 o 1 69.6 。80.4 o I 81.8 1.0 30.0 o 1 16.3 2.0 49.4 0.9 9.1 
。

115.9 
。

16.7 73.9 (690 6) 41.3 17.4 7.7 20.0-20.4 (76，1) (30.1) (26 

11. 4 o 1334.0 4.3 2泊。9 。l剖8 o I 40.6 o 1 19.8 01190.2 。100.8 。l町。 8.7 313.0 。302.2 4.3 365.2 2.2 243.5 。お8.2 121.3 20.8-21.0 

11.21 10.9 28.3 。却.4 。21.7 o I 31.9 2.0 65.2 01 2目。 1.8 47.1 o 1 66.1 3.6 32.6 01 23.7 011担.7 01 54.3 01 26.6 。必620.3-20.9 

12. Z 。30.4 o 1 5国.5 。187.0 o I 98.6 o 1 30.4 。幻6.4 o 1309.8 o 1 42.4 o 1 43.5 01 10.9 。73.9 o 1 21.7 。15.9 01 43.5 20.2-21.5 

12. 6 。 6.5 。。 。17.4 o I 14.5 1.1 16.3 01 16.3 。 8.7 。 6.5 13.0 8.7 。。 。 4.3 。 6.5 1.4 7.2 。 8.7 18.2-18.8 

12.16 。。 。 4.3 。 6.5 。10.9 01 10.9 。 3.6 o 1 10.9 。 5.4 。12.4 。 8.4 。 8.7 01 10.9 。 7.2 。。13.0-13.5 

12.22 。152.2 。134.8 104-3 (1.40 ) 88.4 1.1 94.6 o 1 214.7 ( ~:~) 206.5 1.1 131.5 (32.0 6) 79.7 (650 ) 217.4 
。

256.5 222 1 243.5 1.4 121.7 
。

6札516.4-17.3 ( 1，1) ( 3.3) ( 8.7) ( 2 ( 8.7) (21.7) 

19唱11.13 。 3.6 o 1 2沼.1 。 4.3 。 8.5 1.1 16.3 o 1 21.7 。 5.0 。 8.7 。 6.2 。 2.2 。21.7 o 1 15.2 1.4 12.2 1.3 5.1 14.4-14.8 

百十 73.7 1813. 18.7 1596.9 16.6 1311.9 36.5 担0.040.3 11%.8 118.4 16百.1121.2 l拍唱。 28.3 14招 27臼 4印刷 4295.0 自19.1307.1 17日296.4 1357.2 181.0 1487.2 194.8 1剖3.4
平均 2.63 64.75 0.75 63.飽 0.66 52.48 1.35 30.37 1.44 42.74 4.39 61町4.33 49.9目1.05 53.27 26.36 204田 10.17 79.97 12.28 70.25 3.86 54.29 6.46 53.11 6.72 42.88 

巴必
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表2 クロアワピの発生と形態上の特徴

No 発生段階 形 態 の特徴 No 発生段F皆 形態の特徴

1 。日 受精卵(卵径220 ) 12 トロコフォア トロコォア(ふ化)

2 第1極体放出 13 ベリジャー 幼殻分泌開始

3 第2極体放出 14 幼殻牽引筋出現

4 2細胞期 15 幼殻完成(8.L290μ)

5 4細胞期 16 足部形成開始

6 8細胞期 17 蓋形成，足部後端に同~毛

7 16細胞期 18 足車産上に徴毛，眼点出現

8 桑実期 19 頭部触角，外套腔内被毛出現

9 胞怪期 20 前足部突起，上足触角，平衡胞

10 のう腔期(原腸期) 21 面盤消失

11 ふ化前のトロコフォア 22 周口殻形成

表3 採集されたアワビ卯および幼生の発生段階

年月日 発生段階 年月日

1979. 9.18 197自.12.19

9目21 12.24 

10.22 12， 20 1980. 1. 9 

10.26 20 1.18 

10.31 1.21 

11. 7 2. 5 

11.15 20 2.13 

11.20 3. 7 

12. 4 17， 19， 20 10. 6 

12.13 8，17，18，19 10.13 

アワビの卯，幼生の出現状況を示した。 1979年10月22

日には，平衡胞を備えたベリジャー幼生が多数出現し

た。 22日以前の水温18'Cから23'Cの問では受精後 3-

5日で伺ステージに達することかられ 10月18日前後に

産卵されたものと推定される。この時期の気海象は台

風20号の影響で、 18日には曇から雨，さらに，夜間に

は大雨となり，南東の風が最大6.4m/ sec， 19日には南

西風が最大23.6m/sec吹いた。気圧は18日の1027mbか

ら19日の1006mbへと低下し海上は大時化となった。 17

日から19日の水温は23'C前後で安定していた。なわ，

19日には陸上池で飼育中のクロアワビの大量の自然放

卯が観察されている。

このような現象は1980年10月30日に採集されたベリ

ジャー幼生の産卵日頃にも見られた。すなわち，この

ベリジャー幼生はすでに平衡胞を備え，当時の水温で

は10月26日前後に産卵されたものと推定される。この

発生段階 年月日 発生段階

20 1980.10.23 8， 20 

20 10.30 8，17，18，19 

11. 4 19， 20， 22 

8 11.21 20 

17 12. 2 

20 12. 6 19 

12.16 

12.22 11， 19 

1981. 1.13 19 

H寺期の気海象は.気圧が10月24日の1028mbから26日の

1003mbへと低下 L，西風が最大14.3m/sed吹いて海上

は時化であった。

これらの例から現象的には低気圧接近.通過とアワ

ビの産卯との関連性が想定される。

もう一つの産卵誘因としては水損変動が考えられる。

1979年10月22日採集のトロコフォア幼生， 1980年10月

初日採集の桑実期卵， 12月22日採集のふ化直前卯の場

合が，これにあたると思われる。前 2者の場合は台風，

低気圧の影響による南寄りの風のため，その通過後に

水温が22-23'Cから約5'c低下して17-18'C台となっ

た。この著しい温度低下によりアワピの産卵が促され

たと考えられる。また、 12月22日の場合には、水温が

15日の13'C台から急激に上昇 L，21日には18'C台とな

っていて，この日が産卵日と推定される。

以上のように.多くのアワピgll，幼生が出現した時
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表4 流況調査日時の風向，風速および潮時

アワピベリジ守一

アワピla トロコフォア

調査月日 調査 時刻 風向 風速弘" 潮 H寺

1979年7月5日 12: 15~ 16: 15 S 0.5 13:4~満→18:36干

7月6臼 9: 1O~ 12: 15 SSE 0.7 7・56干→14:53満

7月10日 10:40~13:15 SE 0.9 10:55干→17:56満

7月12日 10:37~13:15 SE 0.6 12: 18干→18:34満
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にはーその産卵日と推定された日の前後に低気圧通過

あるいは.水温の急激な変動が観察されていて，これ

らが刺激となり広範囲で大規模な産卯が行われている

ものと考えられる。しかし，低気圧通過時の場合には，

その影響による環境の諸変化の中で‘何がアワビの産

卵を促す直接の要因であるのかは不明であるので今後

検討していく必要があろう。また，このような現象が

なかった時に、比較的多くのアワビ卵，幼生が出現し

た例もあり.これら以外の産卵誘因についても今後検

討する必要がある。
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次に，発生初期1段階である卯， トロコフォア幼生の

出現から産事Il時刻を推定してみる。

1979年10月22日に採集されたトロコ 7ォア幼生は.

当時の水温18~20'C では15-18日寺問で達することから?

ネッテイング時の午前10-11時を起点とすると，産卵

日時は10月21日の午後 4-7時と推定される。また，

1980年12月22日に得られたふ化夜前の卯についても，

当時の水源17'C前後から12月21日午後 4-6時頃産卯

されたものと考えられる。

会方町1Jl.，朝に様。Ilが行われたと考えられるのが， 19 

79年12月13日と1980年10月30日に採集された桑実期卯

である。これらは'いす

5 ff時寺間程で達することカか3ら2釦採;集集当臼の午前5-6H時寺

に産0卯Ilされたとf推佐定される。以上の例から Tワピの

産卵は早朝iか夕方のいずれかに行われていたものと考

えられる。

流れとアワビ幼生の分布については.沿岸岩礁織の

手IJ状岩礁や瀬が発達した場所では渦ifL停滞流が形成

されやすく，複雑な流れの環境にあり，このような場

にアワピ幼生が多数出現した例均百報告されている 310

今回の流況調査の結果から，地形的に突出した仁右

衛門島が流れの障壁となり、同島南側水域に渦流状の

流れが観測され.また.島の雨~t両水減の岸近くでは

iftれのほとんどない滞流域や岸と平行に往復運動しな

がら次第に島に接近する流れが見られ。極めて複雑な

流れのf号にあることが知られた。

瀬戸口ら..(1978)は外房・和田i中でのifrU兄調査から.

偏南風時には北方向へ， f前北風l侍には南西方向への恒

流が出現し守明らかに風の変化と恒流の変化には対応

がみられると報告している。 1979年10月22日に島南fHlJ

調査点から多数のベリジヤ 幼生が得られたが，台風

による街寄りの強風で外房海域一帯には北東方向への

流れが生じ，この流れでは流況調査で、みられたような

渦流域が島南側水域に形成されていたとともに，この

中に多数の幼生が分布していたものと推察される。

逆に， 1979年10月26日と 12月13日には島北側の調査

点、で多くの幼生が得られたが，前者では10月22日以降，

後者では12月7日以降北西Jj，¥が炊き続き，このために

当海域では南方向の流れが生むていたと考えられる。

この南下流では地形的にみて島北fHlJ水岐にも渦流域が

形成されていたとともに，ここに多くのアワピ幼生が

出現したものと推察される。

アワピ幼生の垂直分布については句エゾアワビ幼生

では表層 ，l.長層ともに浮遊しているとの報告がある九

今回の調査結果でも，やはり，表層から底層まで幼生

9 

が分布l，明らか在浮遊層があるとは認められ在かっ

た。その時々の天候，水温， i皮i良等の条件の遠いによ

りアワピ幼生の浮遊層も異なっているものと考えられ

る 。';

本調査ではアワピの産卵や幼生の分布と流れとの関

連f生について極めて断片的な知見を得おい宇ぎない。

今後さらに浮遊幼生に関する知見を積み重ねてやくと

ともに， i:士者の場所.'.沈着量句沈着後の生残率等を調

べ.稚民の多く生息する，いわゆ岳稚貝場がどのよう

な諸条件のもと 13形成されているのかを究明すること

は，アワピの増殖対策を進めていく去えに重要な示唆

を与えるものと考えられる。

要 約

1 )鴨川市太海地先において1979年， 1980年のアワピ

産卵期にネ yテイング調査を行った。また， 1979年

7月には海流板追跡による流況観測を行った。

2 )アワピのmJ，幼生は1979年では10月22日から翌 2

月5日まで， 1980年では10月23日から翌年 1月13日

の問に出現した。このうち守比較的多数の出現が見

られたのは 5同であり.最も多かったのは1979年10

月22日の560個体/n1(ベリジャーがJ生句 St，7)であ

った。

3 )仁右衛門島周辺の流れは。同島南側水I或て、渦流状

の流れがみられ、また，南北両水主主ともに板く沿岸

域には流向が一定せず.流速の遅い滞流域が見られ

〔

， ~O 

4 )アワビの産卯は低気圧の通過守水温の急激な変動

があった時に行われたと考えられ，また，産卯時刻

は早朝か夕方と推定された。

5 )アワピ浮遊幼生は流れと関連して，渦流域に多く

分布すると考えられた。

6)アワピの卵.浮遊幼生は表層から底層までみられ

明らかなj手)lt層は言百められなかった。
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